
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０７ 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 
情報Ⅰ 単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 最新情報Ⅰ（実教出版） 

副教材等 最新情報Ⅰ学習ノート（実教出版） パーフェクトガイド情報（実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 インターネットに繫がっていることがあたりまえになった今では、多くの情報から正しい情報

を見つける力や、分かり易く人に伝える力が重要になってきます。また、プログラミングをはじ

めとした情報技術についても理解しなければなりません。 

 情報の世界は進歩が速く、今の常識は未来には通用しません。教科書の語句を覚えるのではな

く、なぜそうなのか、一つひとつ理由を知り、考えて、新しい時代への適応力を身に着けてほし

いと思います。 

 

 

２ 学習の到達目標 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動

を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効 果的に活用し，情報社会に主体的

に参画するための資質・能力を次のとおり育成する ことを目指す。 

（１）効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用について理 解を深め技能を

習得するとともに，情報社会と人との関わりについて理解を深めるようにする。 

（２）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報 と情報技術を適

切かつ効果的に活用する力を養う。 

（３）情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度 を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報と情報技術を問題の発

見・解決に活用するための

知識について理解し，技能

を身に付けているととも

に，情報化の進展する社会

の特質及びそのような社会

と人間との関わりについて

理解している。 

事象を情報とその結び付き

の視点から捉え，問題の発

見・解決に向けて情報と情報

技術を適切かつ効果的に用

いている。 

情報社会との関わりについ

て考えながら，問題の発見・

解決に向けて主体的に情報

と情報技術を活用し，自ら評

価し改善しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー 

・アカウントとログイン 

・アプリケーションソフトウェア

の基本操作（文字入力 

・文書作成・表計算） 

a:各ソフトウエアを適切に使い

こなせる。 

b:身近なデータを、表計算を使い

計算できる。 

定期考査 

実技課題 

実技テスト 

実技課題 

 

観察 

情
報
社
会 

情報の特性について理解す

る。 

情報のモラルと情報化が個人

に及ぼす影響について理解

する。 

a:データ，情報の意味について説

明することができる。 

b:情報の特性によって生じる事

例を挙げることができる。 

c:情報化が個人に及ぼす影響に

ついて考え、自らの情報活用に

ついて振り返り改善しようと

している。 

定期考査 

確認テスト 

学習ノート 

定期考査 

ワークシー

ト 

振り返りシ

ート 

観察 

学習ノート 

メ
デ
ィ
ア
と
情
報
デ
ザ
イ
ン 

メディアの種類や特性につい

て知る。 

情報を正確に、わかりやすく

伝える方法について理解す

る。 

a:メディアの特性を理解する。 

情報デザインについて知る。 

b:バリアフリーやユニバーサル

デザインを意識した情報の表

現ができる。 

c:身近な問題を情報デザインの

視点から解決することができ

る。 

定期考査 

実技課題 

実技テスト 

定期考査 

ワークシー

ト 

振り返りシ

ート 

観察 

２
学
期 

シ
ス
テ
ム
と
デ
ィ
ジ
タ
ル
化 

コンピュータの構成と動作

の仕組みを理解する。 

情報をディジタルで表現す

る方法について理解する。 

a:コンピュータの構成と動作の

仕組みを理解している。 

 各種メディアの情報をディジ

タル化する仕組みを理解して

いる。 

b:情報を目的に適した形式でデ

ィジタル化できる。 

c:ディジタル化された情報を主

体的かつ適切に取り扱おうと

している。 

定期考査 

実技課題 

実技テスト 

定期考査 

ワークシー

ト 

振り返りシ

ート 

観察 
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

情報通信ネットワークの

構成について理解する。 

情報を安全に取り扱うた

めの技術について理解す

る。 

 

a: LAN を構成する機器について，

それらの役割を説明すること

ができる。 

セキュリティの技術や方式に

ついて理解している。 

b: 情報セキュリティの確保に向

けて，目的に応じて，適切な方

法を選択することができる。 

c: 情報セキュリティを維持する

ための技術に関心を持っている。 

定期考査 

実技課題 

学習ノート 

 

定期考査 

ワークシー

ト 

振り返りシ

ート 

観察 

３
学
期 

問
題
解
決
と
そ
の
方
法 

シミュレーションの意義

について理解し，確率的

モデルのシミュレーショ

ンを行う。 

問題解決のためにシミュ

レーションを活用する。 

 

a: モンテカルロ法でシミュレー

ションを行うことができる。 

 モデル化とシミュレーション

による問題解決の方法を経験

して理解している。 

b:シミュレーションの結果を表

やグラフで表現できる。 

c:身近な問題を取り上げ、シミュ

レーションで解決しようとす

る。 

学習ノート 

実技テスト 

実技課題 

 

振り返りシ

ート 

観察 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

アルゴリズムを用いてプ

ログラムを表現する方法

を理解する。 

 

関数を使用したプログラ

ムを作成する。 

a:フローチャートの書き方を理

解している。 

 変数・配列・繰り返しを活用し

たプログラムを作成できる。 

 作成したプログラムを関数の

形で再利用できる。 

b: 簡単なアルゴリズムをフロー

チャート等で表現できる。 

 わかりやすく効率的なプログ

ラムを作成できる。 

c: 問題解決のためにアルゴリズ

ムやプログラムを考える学習

に，主体的に取り組んでいる。 

学習ノート 

実技テスト 

実技課題 ワークシー

ト 

観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


